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令
和
２
年
４
月
就
業
に
向
け
て
の
、
今
年
度
の
就
業
期
間

並
び
に
就
業
年
齢
制
限
に
伴
う
交
代
要
員
の
公
募
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
、
１０
月
２５
日
の
理
事
会
に
お
い
て
別
表
の
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
交
代
は
、
就
業
規
約
第
７
条
及
び
第
８
条
に
基
づ

く
、
同
一
職
種
で
の
長
期
間
就
業
の
是
正
と
加
齢
に
よ
る
体

力
、
判
断
力
の
衰
え
に
よ
る
安
全
就
業
対
策
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

該
当
会
員
の
皆
様
に
は
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
ま
し

て
事
務
局
よ
り
案
内
状
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
就
業
を
希

望
さ
れ
る
会
員
は
ぜ
ひ
応
募
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
業
推
進
委
員
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

講
話
を
熱
心
に
聴
く
学
童
交
通
擁
護
就
業
会
員
の
皆
さ
ん 

 

９
月
と
10
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た 

事
項
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、
議
題 

㊀ 

新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て 

㊁ 

就
業
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

二
、 

協
議
事
項 

㊀  

日 程 スケジュール内容 

元年 １１月２８日（木） 
該当会員(就業制限会員及び未就業会員)に対し

公募必要書類一式と公募説明会の案内状の郵送 

１２月１2日（木） 

１２月１3日（金） 

交代要員公募に関する説明会 

（保谷庁舎４階 13:30～15：30） 

１２月１２日（木） 

１２月２６日（木） 

交代要員公募申込み 受付開始 

同上        受付締切り 

２年 １月２３日(木) ～  

３０日（木） 

(３０日は予備、土・日除く) 

交代要員応募会員の面接 （希望の面接日・時間

は申込受付後事務局から調整の上連絡をします） 

２月 中旬 選考会議 （合否判定） 

２月 下旬 選考結果の通知 

  ３月 上旬～ 
就業確定会員就業先挨拶（学校他、原則事務局同

行） 

３月 上旬～ 就業確定会員の実務研修（引継ぎを含む） 

４月 １日（水） 就業開始 

 

 

 

別表         公募スケジュール 

就
業
制
限
に
伴
う
交
代
要
員
の 

公
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ご
案
内 
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安
全
就
業
標
語
募
集 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
自
ら

が
安
全
就
業
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
安
全

に
就
業
す
る
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、
事
故

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年

度
「
安
全
就
業
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

募
集
締
切 

令
和
元
年
12
月
13
日(

金) 

募
集
対
象 

全
会
員 

テ
ー
マ 

各
１
点
（
原
則
と
し
て
） 

テ
ー
マ
１ (

財
団
共
通) 

「 

就
業
中
お
よ
び
経
路
途
上
の 

交
通
事
故
防
止
」 

テ
ー
マ
２ (

当
セ
ン
タ
ー
設
定) 

「 

危
険
予
知
に
よ
る
事
故
防
止
」 

応
募
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
進
呈
。 

※
応
募
方
法
等
は
11
月
15
日
号
「
シ
ル
バ

ー
西
東
京
」
に
折
込
み
で
案
内
し
ま
す
。 

(

安
全
管
理
委
員
会) 

 

会
員
接
遇
研
修
会
開
催 

 

10
月
17
日
（
木
）
保
谷
庁
舎
４
階

会
議
室
に
て
「
接
遇
研
修
会
を
初
め
て

受
け
る
方
」
を
対
象
と
し
た
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

渡
邊
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
樽
井
研

修
部
会
員
、
海
老
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
委
員
長
、
松
山
安
全
管
理
委
員
会
副

委
員
長
の
各
氏
を
講
師
と
し
た
講
義

が
あ
り
、
柳
沢
副
会
長
の
こ
と
ば
で
閉

会
し
ま
し
た
。 

 

就
業
時
の
接
遇
接
客
マ
ナ
ー
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
と
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
安
全
に
対
す
る
心
構
え
、

フ
レ
イ
ル
、
自
転
車
の
乗
り
方
の
注
意

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
話
に
出
席
者

53
名
が
熱
心
に
受
講
し
、
有
意
義
な

研
修
会
で
し
た
。 

（
研
修
部
会
） 

 

熱心に聞き入る受講者の皆さん 

10
月
に
出
張
入
会
説
明
会
を 

2
回
開
催 

10
月
8
日
（
火
）
芝
久
保
公
民
館 

参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
と
心
配

し
ま
し
た
が
12
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。 

10
月
23
日
（
水
）
保
谷
庁
舎
1
階 

今
年
度
第
２
回
目
の
女
性
限
定
入

会
説
明
会
を
保
谷
地
区
中
心
に
開
催

し
ま
し
た
。
不
安
と
期
待
の
な
か
28

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
後
も
会
員
増
強
の
た
め
開
催
し

て
参
り
ま
す
。 
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令
和
元
年
９
月
・
１０
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

開
催 

9
月
27
日 

10
月
25
日 

 
９
月
と
１０
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
内

容
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

１
．
令
和
２
年
度
活
動
方
針
・
予
算
原
案
の 

作
成
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
示
が

あ
り
ま
し
た
。
提
案
を
受
け
た
各
委
員
会
・

部
会
は
、
１１
月
の
定
例
理
事
会
ま
で
に
原

案
を
作
成
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。 

２
．
第
３
回
地
域
班
長
会
議
の
日
程
（
１１
月
１１

日
開
催)

と
当
日
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

３
．
貢
献
表
彰
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
、
「
会
員
拡
大
・
就
業
開
拓
の
た
め
の
貢

献
表
彰
制
度
」（
案
）
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、「
表
彰

規
程
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
も
協
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

表
彰
の
対
象
は
、「
新
規
会
員
紹
介
３
人

以
上
」、「
新
規
受
注
紹
介
３
件
以
上
」
の
会

員
と
な
り
ま
す
が
、
詳
細
は
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ

ー
ス
今
号
の
別
刷
り
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。 

４
．「
中
期
計
画
策
定
推
進
委
員
会
設
置
要
綱
」

改
正
（
案
）
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

５
．
安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
「
令
和
２
年 

度
『
安
全
標
語
』
の
テ
ー
マ
お
よ
び
公
募 

日
程
に
つ
い
て
」
の
提
案
は
、
承
認
さ
れ 

ま
し
た
。 

「
募
集
要
項
」
は
、
今
号
の
折
込
み
を
参

照
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

 

 
 

一
冊
の
絵
本
を…

 

 

ル
ー
ツ
が
気
に
な
る
方
に
お
す
す
め
？ 

 

お
袋
の
死
に
際
し
て
「
戸
籍
謄
本
」
を 

引
き
寄
せ
て
、
知
っ
た
の
は
お
袋
の
祖
父 

母
の
名
前
。
ぼ
く
の
、
曾
祖
父
母
に
当
た 

り
ま
す
。
そ
の
先
（
先
祖
）
は
、
曾
祖
父 

の
「
本
家
」
頼
み
の
よ
う
で
す
。
と
も
あ 

れ
、
い
ま
ぼ
く
が
い
る
の
は
そ
の
ル
ー
ツ 

が
あ
っ
て
の
こ
と
。 

 

そ
こ
で
一
冊
。『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お 

じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い 

ち
ゃ
ん
』（
長
谷
川
義
史
作 

Ｂ
Ｌ
出
版 

社
）
で
す
。「
こ
れ
が
／
ぼ
く
。
５
さ
い
。 

よ
う
ち
え
ん
／
た
ん
ぽ
ぽ
ぐ
み
。」
と
は 

じ
ま
り
、「
お
と
う
さ
ん
」、「
お
じ
い
ち 

ゃ
ん
」、「
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
ペ
ー 

ジ
を
め
く
る
た
び
に
時
代
が
遡
り
、
も
ち 

ろ
ん
風
景
（
絵
）
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と 

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
ひ
い
ひ
い
ひ 

い
ひ
い
ひ
い
ひ
い
ひ
い
ひ
い…

」
と
人
類 

誕
生
ま
で
を
（
？
）
辿
る
絵
本
で
す
。 

い
ま
を 

生
き
て
い 

る
、
生
か 

さ
れ
い
て 

る
意
味
を 

か
み
し
め
、 

仲
間
に
寄 

り
添
い
元
気
で
働
き
合
う
こ
と
を
め
ざ
す 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
本
分
と
の
邂 

逅
と
も
な
る
一
冊
で
す
。 

ち
ょ
っ
と
し
た
発
想
の
転
換
が
元
気
の 

も
と
。
孫
、
曾
孫
、
玄
孫
と
一
緒
に
繙
い 

た
ら
十
歳
も
若
く
な
っ
た
り
し
て
。 

（
理
事 

長
谷
川
幸
男
） 

ね
ん
り
ん 

  
 

第
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新
年
会
の
お
知
ら
せ
（
予
告
） 

期 

日 

令
和
２
年
１
月
18
日
（
土
） 

場 

所 

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル 

今
号
の
中
刷
り
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
（
９
月
21

日
～
30
日
）
の
平
日
５
日
間
、
田
無
駅
踏

切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

し
、
30
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
24
日
、
引
継
場
所
の
田
無
駅
交
番

前
に
渡
邊
会
長
、
成
田
事
務
局
長
、
柳
沢

副
会
長
、
海
老
委
員
長
ら
が
駆
け
つ
け
、

活
動
さ
れ
る
会
員
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
524
人
が
参
加 

 

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
統
一
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ご
み
ゼ
ロ
運
動
）
が

９
月
28
日
に
実
施
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
市
内
25
拠
点
の
ご
み
集
積
場
所
に

524
人
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
中
止 

 

10
月
11
日
午
後
、
市
主
催
の
地
域
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出
発
式
が
、
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
っ
と
」
駐
車
場
で

開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
台
風
接
近
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

田
無
駅
踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

参
加
ご
協
力
を
！ 

 

12
月
2
日
（
月
）
～
6
日
（
金
）
の

5
日
間 

今
年
最
後
の
踏
切
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

各
地
域
の
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
募
集

し
ま
す
の
で
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

９
月
に
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 

 
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 

 

 

 

踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

参
加
ご
協
力
を
！ 

 

12
月
2
日
（
月
）
～
6
日
（
金
）

の
5
日
間 

今
年
最
後
の
踏
切
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

各
地
域
の
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
募

集
し
ま
す
の
で
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

９
月
に
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 
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初めまして！富士町２班の紹介です。 

町名の由来は、2001 年、保谷市と田無市の合併

により、街を北東より西南にかけてはしる富士街

道にちなんで富士町と命名されました。 

富士街道は江戸時代以前より「ふじ大山道」ま

たの名を「道者街道」とも呼ばれていて、「阿夫利

山」とも言われた大山から富士山への道者（仏道

の修行者）たちが修業のために利用した道でした。 

当班は東に練馬区関町、北を新青梅街道、南を

西武新宿線に囲まれ、西武新宿線東伏見駅が玄関

口です。東伏見稲荷の門前町かと思われがちです

が、線路を境に東伏見稲荷の北側（反対側）にな

り、駅周辺を除けば静かな住宅街です。 

会員数は２４名（男１４名、女性１０名）と人

材センターの中では４番目に少ない班です。 

少人数のため、結束力は強い方で、広報配布の

欠員がでると、補充までの期間は配布担当者全員

が手分けして配り、欠員の補充には自分の責任の

ように皆で駆けずり廻って探します。結束力が強

いと自負していると、会員相互の親睦のため、懇

親食事会を計画するも、参加者は 1 名のみ、みご

とに期待を裏切られながらも、８１才～６３才ま

での年齢差は感じず、自主、自立、共働、共助の

基本理念のもとに健康と安全に注意しながら、和

気藹々と楽しく、地域社会の貢献に努力しており

ます。    （富士町２班 班長 櫻井秀彦）                            

 

 

【地域班だより】  富士町２班 

 

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
を 

受
講
し
て 

 

ま
ず
、
フ
レ
イ
ル
っ
て
何
？
で
始
ま
り
ま

し
た
。
フ
レ
イ
ル
と
は
英
語
で
虚
弱
を
意
味

す
るfra

ilty

を
語
源
と
し
た
言
葉
で
、
年
老

い
て
心
身
の
活
力
（
筋
力
、
認
知
機
能
、
社

会
と
の
繋
が
り
）
が
低
下
し
た
状
態
を
言
う

そ
う
で
す
。 

 

そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
が
筋
肉
の
衰
え

で
す
。 

 

人
生
90
年
と
も
言
わ
れ
、
男
女
と
も
平
均

寿
命
は
延
び
て
い
ま
す
が
、
健
康
寿
命
（
元

気
で
自
立
し
て
生
活
が
で
き
る
期
間
）
は
ど

う
で
す
か
？
厚
生
労
働
省
の
公
表
で
は
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
に
は
男
性
約
9
年
、
女
性

約
12
年
の
差
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
こ
の

差
が
要
介
護
期
間
。 

 

要
介
護
と
健
康
の
間
が
フ
レ
イ
ル
期
間
で

元
に
戻
せ
る
状
態
で
す
。
こ
の
期
間
を
縮
め

て
健
康
寿
命
を
延
ば
す
事
が
フ
レ
イ
ル
予
防

の
目
的
だ
と
判
り
ま
し
た
。 

 

フ
レ
イ
ル
予
防
の
柱
は
、
食
事
、
運
動
、

社
会
参
加
で
す
。 

 

特
に
社
会
参
加
は
予
防
効
果
が
大
で
す
。

働
い
て
社
会
参
加
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
会
員

さ
ん
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一
つ
を
既
に
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す
。 

 

“
受
け
よ
う
よ 

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク 

我
が
た
め
に
” 

こ
れ
か
ら
微
力
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 

（
富
士
町
１
班 

末
政
雅
子
） 

 

 

行    事 開 催 日 

接遇研修会 11 月 18 日(月)  自転車関係者 

就業相談会 11 月 25 日(月) 12、1、2 月は休み 

定例理事会 11 月 27 日(水) ・ 12 月 20 日(金） 

清掃研修会 12 月 2 日(月) 

踏切ボランティア 12 月 2 日(月)～6 日（金） 

入会説明会 12 月 11 日(水) ・ 1 月 15 日(水） 

会員新年会 1 月 18 日(土)  

 

行事予定表（令和元年１１月～令和２年１月） 

 
 
 

 

声 
(

こ 

え) 

 

 

安 

全 

コ 

ラ 

ム 
 

 

転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
に
つ
い
て 

 
 

今
年
２
月
に
東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
主
催
の
「
転
倒
予
防
勉
強
会
」
に

出
席
し
ま
し
た
。
講
師
よ
り
、
①
高
齢
者
の

事
故
で
最
も
多
い
事
故
は
転
倒
で
あ
り
、
か

つ
、
転
倒
に
よ
る
事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
る
、

②
転
倒
を
防
ぐ
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
有
酸

素
運
動
）
だ
け
で
な
く
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
筋
ト
レ
）
に
よ
る
歩
行
能
力
の
向
上
が
不

可
欠
で
あ
る
と
の
こ
と
等
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
筋
ト
レ
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
に
シ

ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
た
「
シ

ル
バ
ー
総
合
保
険
制
度
の
ご
案
内
」
の
裏
面
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
転
倒
防
止
の
た
め
に
は
、 

①
装
備
面
：
適
切
な
服
装
（
綿
100
％
の
物
は

伸
縮
性
が
な
い
た
め
避
け
る
べ
き
）、 

②
心
理
面
：
慌
て
な
い 

③
気
候
面
：
暑
い
日
、
寒
い
日
は
要
注
意 

④
身
体
面
：
体
力
は
日
々
変
動
し
て
い
る
こ

と
、・
・
・
・
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。 

皆
様
方
も
転
倒
防
止
筋
ト
レ
を
実
行
さ
れ
、

無
事
故
で
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
安
全
管
理
委
員 

小
中
清
隆
） 
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事 業 実 施 状 況 

令和元年 
8 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 49  24,163,472 59.7 公共事業 男 72.3 

民間事業等 366  16,305,057 40.3 民間事業等 女 72.2 

合 計 415 872 40,468,529 100.0 合 計 計 72.3 

令和元年 

9 月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 49  25,990,361 56.6 公共事業 男 77.7 

民間事業等 423  19,933,461 43.4 民間事業等 女 78.7 

合 計 472 904 45,923,822 100.0 合 計 計 78.1 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

 
 

七
七
五 

名 

女 

性 
 
 
 
 

三
九
四 

名 

合 

計 
 
 

一
、
一
六
九 

名 

（
10
月
25
日
現
在
） 

 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

10
月
就
業
分 

11
月
15
日
（
金
） 

11
月
就
業
分 
12
月
16
日
（
月
） 

12
月
就
業
分 
1
月
16
日
（
木
） 

安
全
就
業
に
つ
い
て 

 
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
は
全
て

に
優
先
す
る
」
の
大
原
則
を
基
に
会

員
皆
様
の
安
全
就
業
へ
の
意
識
を
高

め
、
事
故
防
止
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
の
上
半

期
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
既
に
昨
年

度
を
上
回
る
傷
害
事
故
が
５
件
発
生

し
、
賠
償
事
故
も
１
件
発
生
し
て
い

ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
休
養
・
睡
眠
・

食
事
な
ど
を
十
分
に
取
り
体
調
に
は

気
を
配
り
、
体
調
の
悪
い
時
は
無
理

を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ル
ー
ル
を
順

守
し
、
お
互
い
に
注
意
を
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
当
セ
ン
タ

ー
の
規
則
や
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い

会
員
の
方
を
見
か
け
た
時
は
、
必
要

に
応
じ
担
当
理
事
ま
た
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。 

引
き
続
き
、
会
員
皆
様
の
安
全
就

業
へ
の
意
識
を
高
め
、
事
故
の
な
い

セ
ン
タ
ー
運
営
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。 

（
会
長 

渡
邊 

康
生
） 

 

 

 

 

女性部会からのお知らせ   
 

◎ 市民向け講習会（毛糸の帽子つくり） 

日時：12月 7日（土）・14日（土）  

両日とも 10時～16時 

場所：エコプラザ西東京・講座室１・２ 

定員：２０名（申し込み順） 

内容：毛糸の帽子つくり 

申込：シルバー人材センター ☎428-0787 
  

 

◎ 清掃研修会               

    （＊外部講師による） 

日時：12月 2日（月） 9時～12時 

場所：消費者センター ２Ｆ 

定員：１５名 （申し込み順） 

申込：シルバー人材センター ☎428-0787 

費用：無料 

 エプロン・タオル、ご持参ください 

                           

           

     

 

 

  
 
 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

財
団
指
導
員
が
巡
回
指
導 

 

令
和
元
年
９
月
３０

日
（
月
）
、
東
京
し
ご

と
財
団
安
全
就
業
パ

ト
ロ
ー
ル
指
導
員
に

よ
る
「
植
木
班
」
「
リ

サ
イ
ク
ル
班
」
の
就
業

現
場
で
の
巡
回
指
導

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

指
導
員
か
ら
、
植
木

班
で
は
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
の
設
置
、
リ
サ
イ
ク

ル
班
で
は
整
理
整
頓

に
つ
い
て
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
。 

（
安
全
管
理
委
員
会
） 

 

 
みんなのパソコン教室 

 
◆無料体験講座◆ 

初めてパソコンにさわる方、教室の雰囲気を見た
い方を対象にマウス操作、入力の手ほどき、イン
ターネット体験を行います。 
開催日 12 月 5 日（木）午後 1 時～4 時 
     1 月 9 日（木）午後 1 時～4 時 
受講料 無料 

――年賀状講座―― 
年賀状を「ＷＯＲＤ」又は「筆ぐるめ」で作成し
ます。 
①講座名 年賀状本文 
 開催日 12 月 3 日(火)  

午前 9 時 30 分～12 時 
②講座名 年賀状宛名 
 開催日 12 月 3 日(火)  

午後 1 時 30 分～4 時 
受講料 各２，５００円 
■申込みは往復ハガキに、講座名、開催日、住所、
氏名、電話番号を記入し、1 週間前までに下記へ。 
宛先 〒202-0021 東伏見 6-1-36  ☎(428-0787) 
西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 
場所 東伏見小学校西門入り体育館隣り 

 

 


